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委員会Ｐｉｃｋ　ＵＰ

総
務
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
ま
た
は
同
意
し
ま
し
た
。

議
案
第
５
号

　

白
河
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び
白
河
市

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
２
号

　

白
河
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

の
審
査
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、
主
な
も

の
を
報
告
し
ま
す
。

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法

律
及
び
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又

は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
白
河
市

職
員
の
育
児
支
援
・
介
護
支
援
に
係
る
規

定
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

　

小
野
田
小
学
校
児
童
増
加
促
進
対
策
事

業
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
東
村
立
小
野

田
小
学
校
児
童
増
加
促
進
対
策
住
宅
地
の

貸
付
け
及
び
譲
渡
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
17
号

　

東
村
立
小
野
田
小
学
校
児
童
増

加
促
進
対
策
住
宅
地
の
貸
付
け
及

び
譲
渡
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

　

平
成
29
年
度
よ
り
下
水
道
業
務
を
水
道

部
に
移
管
す
る
こ
と
及
び
文
化
振
興
に
関

す
る
業
務
を
市
長
公
室
に
移
管
す
る
た
め

に
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
４
号

　

白
河
市
教
育
に
関
す
る
事
務
の

職
務
権
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　

教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の

う
ち
、
文
化
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、

新
し
い
文
化
発
信
の
拠
点
と
な
る
コ
ミ
ネ

ス
の
開
館
に
伴
い
、
教
育
部
門
の
枠
を
超

え
た
多
彩
な
文
化
芸
術
の
振
興
施
策
を
市

全
体
で
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
長
の
権
限
に
移
管
す
る
た
め
の
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
36
号

　

平
成
29
年
度
白
河
市
一
般
会
計

予
算

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
事
業

１
６
７
５
万
１
千
円

　

都
市
部
か
ら
白
河
市
に
住
民
票
を
異
動

し
、
地
域
行
事
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

応
援
な
ど
を
通
じ
て
地
域
協
力
活
動
を
行

う
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

・
循
環
バ
ス
運
行
事
業

２
６
３
２
万
９
千
円

　

市
民
の
通
院
・
通
学
・
買
い
物
等
の
移

動
の
た
め
循
環
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

・
各
地
域
バ
ス
事
業１

０
８
９
万
２
千
円

　

市
民
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
地
域
公

共
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
表
郷
地
域
巡

回
バ
ス
、
大
信
地
域
自
主
運
行
バ
ス
、
東

地
域
巡
回
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

・
空
き
家
対
策
事
業

801
万
１
千
円

　

空
き
家
の
利
活
用
を
図
る
た
め
、
居
住

す
る
の
に
必
要
な
改
修
費
等
の
助
成
を
し

ま
す
。
ま
た
、
所
有
者
に
は
、
家
財
道
具

の
処
分
費
用
等
を
助
成
し
ま
す
。

・
定
住
・
二
地
域
居
住
推
進
事
業640

万
円

　

人
口
減
少
対
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
定

住
・
二
地
域
居
住
」
の
推
進
に
向
け
た
取

り
組
み
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
若
い
世

代
を
中
心
に
広
く
「
白
河
市
を
知
っ
て
も

ら
う
」
機
会
を
提
供
す
る
「
お
試
し
居

住
」
を
実
施
し
ま
す
。

・
光
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

１
５
５
０
万
２
千
円

　

市
民
や
企
業
に
等
し
く
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
機
会
の
拡
大
を
図
る

た
め
、
表
郷
・
東
・
旗
宿
地
区
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
を
Ｉ
Ｒ
Ｕ
方
式
の
契
約
に
よ

り
通
信
事
業
者
に
賃
貸
し
、｢

光
サ
ー
ビ

ス
」
を
提
供
し
ま
す
。(

Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約
：

設
置
者
（
所
有
者
）
と
利
用
者
の
双
方
の

合
意
が
な
い
限
り
一
方
か
ら
契
約
を
破
棄

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
契
約
）
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委員会Ｐｉｃｋ　ＵＰ

市
民
産
業
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
３
号

　

白
河
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
条

例
　

市
民
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
の
審
査
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、
主

な
も
の
を
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
11
号

　

白
河
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

設
置
条
例

　

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被

害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
の
被
害
を
防

止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
29
年
４

月
１
日
よ
り
白
河
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
を
設
置
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
36
号

　

平
成
29
年
度
白
河
市
一
般
会
計

予
算

　

消
費
者
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
市

民
の
消
費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
寄
与

す
る
た
め
、
白
河
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
こ
と
か
ら
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

　

消
費
生
活
相
談
員
の
資
格
に
つ
い

て
　

消
費
生
活
に
関
わ
る
国
家
試
験
を

受
け
、
消
費
生
活
相
談
員
の
資
格
を

得
る
こ
と
に
な
る
。

ＱＡ ●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

　

捕
獲
隊
と
実
施
隊
の
違
い
に
つ
い

て
　

こ
れ
ま
で
の
捕
獲
隊
に
比
べ
、
実

施
隊
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
猟
銃
所

持
許
可
の
更
新
時
に
お
け
る
技
能
講

習
の
免
除
、
狩
猟
税
の
非
課
税
、
公

務
災
害
の
適
用
、
継
続
し
て
10
年
以

上
猟
銃
の
所
持
許
可
が
な
く
て
も
、

ラ
イ
フ
ル
銃
の
所
持
許
可
の
対
象
者

と
な
れ
る
こ
と
な
ど
、
４
つ
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。

ＱＡ ●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

議
案
第
29
号

　

聖
ケ
岩
ふ
る
さ
と
の
森
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
28
号

　

産
業
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

議
案
第
25
号

　

小
田
川
市
民
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
32
号

　

南
湖
公
園
翠
楽
苑
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

右
４
議
案
は
、
い
ず
れ
も
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理
者
に
公
の
施
設

の
管
理
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
、
同

法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
得
る
も

の
で
す
。

・
消
費
者
行
政
事
業

969
万
５
千
円

　

消
費
者
保
護
業
務
の
充
実
・
強
化
を
図

る
た
め
、
市
役
所
本
庁
舎
に
「
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
市
内
の
消
費
問

題
の
相
談
業
務
、
事
業
者
と
の
あ
っ
せ
ん

処
理
業
務
及
び
消
費
者
教
育
業
務
を
実
施

し
ま
す
。

事
業
内
容

　

１
．
開
設
日:

平
成
29
年
４
月
１
日

　

２
．
開
設
場
所:

市
役
所
本
庁
舎
地
下 

１
階

　

３
．
配
置
相
談
員
数:

３
名　
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委員会Ｐｉｃｋ　ＵＰ

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
ま
た
は
同
意
し
ま
し
た
。

議
案
第
43
号

　

平
成
29
年
度
白
河
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

議
案
第
10
号

　

白
河
市
特
定
疾
患
患
者
見
舞
金

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
の
審
査
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、
主

な
も
の
を
報
告
し
ま
す
。

　

特
定
疾
患
の
方
を
取
り
巻
く
状
況
が
本

条
例
制
定
時
と
比
べ
大
き
く
変
化
し
て
き

た
こ
と
か
ら
、
見
舞
金
に
よ
る
支
援
に
つ

い
て
一
部
見
直
し
を
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　

見
舞
金
を
年
額
「
３
万
円
」
か
ら

「
１
万
円
」
に
減
額
す
る
趣
旨
に
つ

い
て

　

国
の
各
種
支
援
制
度
が
充
実
し
て

き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
金
額
を
減

額
し
て
生
じ
た
差
額
を
難
病
患
者
の

方
へ
の
相
談
事
業
や
小
児
の
難
病
患

者
の
方
へ
の
日
常
生
活
用
具
給
付
事

業
等
に
充
当
し
て
い
く
。

ＱＡ ●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
に
係
る
国

民
健
康
保
険
税
の
割
合
に
つ
い
て

　

国
庫
支
出
金
な
ど
の
公
費
負
担
を

差
し
引
い
た
額
が
国
保
税
で
あ
り
、

29
年
度
の
割
合
は
４
分
の
１
程
度
で

あ
る
。

ＱＡ ●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

　

就
学
援
助
の
拡
充
に
つ
い
て

　

ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
の
３
項
目
を
増
や
し
た
。

(

詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り)

ＱＡ ●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

議
案
第
36
号

　

平
成
29
年
度
白
河
市
一
般
会
計

予
算

【小学校】 (単位：円) 【中学校】 (単位：円)
費　目 現　行 改正後 差　額 備　考 費　目 現　行 改正後 差　額 備　考

学用品費 11,100 11,420 320 年額(月割り) 学用品費 21,700 22,320 620 年額(月割り)

通学用品費
(第１学年を除く) 2,170 2,230 60 年額(月割り) 通学用品費

(第１学年を除く) 2,170 2,230 60 年額(月割り)

校外活動費
(泊なし) 1,510 1,570 60 年額(上限額) 校外活動費

(泊なし) 2,180 2,270 90 年額(上限額)

校外活動費
(泊あり) 3,470 3,620 150 年額(上限額) 校外活動費

(泊あり) 5,840 6,100 260 年額(上限額)

新入学児童
生徒学用品費 19,900 40,600 20,700 年額

(当初認定者のみ)
新入学児童
生徒学用品費 22,900 47,400 24,500 年額

(当初認定者のみ)

修学旅行費 20,600 21,490 890 年額(上限額) 修学旅行費 55,900 57,590 1,690 年額(上限額)

学校給食費 実　費 実　費 0 学校給食費 実　費 実　費 0

通学費 38,200 39,290 1,090 年額(上限額) 通学費 77,200 79,410 2,210 年額(上限額)

医療費 実　費 実　費 0 医療費 実　費 実　費 0

体育実技用具費 0 ※小学校は対象外 体育実技用具費
(柔道) 7,300 7,510 210 年額(上限額)

※柔・剣道いずれか

クラブ活動費 2,710 2,710 年額(上限額)
※新規追加

体育実技用具費
(剣道) 50,500 51,940 1,440 年額(上限額)

※柔・剣道いずれか

生徒会費 4,570 4,570 年額(上限額)
※新規追加 クラブ活動費 29,600 29,600 年額(上限額)

※新規追加

PTA会費 3,380 3,380 年額(上限額)
※新規追加 生徒会費 5,450 5,450 年額(上限額)

※新規追加

PTA会費 4,190 4,190 年額(上限額)
※新規追加

就 学 援 助 費 比 較
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委員会Ｐｉｃｋ　ＵＰ

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
ま
た
は
同
意
し
ま
し
た
。

議
案
第
51
号

　

白
河
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計

予
算

議
案
第
36
号

　

平
成
29
年
度
白
河
市
一
般
会
計

予
算

議
案
第
52
号

　

平
成
28
年
度
白
河
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

議
案
第
18
号

　

小
峰
城
跡
（
本
丸
西
面
）
ほ
か

石
垣
復
旧
工
事
請
負
契
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
の
審
査
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、
主

な
も
の
を
報
告
し
ま
す
。

　

小
峰
城
跡
ほ
か
石
垣
復
旧
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
た
め
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
得
る
も

の
で
す
。

　

小
峰
城
跡
石
垣
復
旧
工
事
請
負
契

約
の
変
更
内
容
に
つ
い
て

　

新
し
い
石
材
使
用
数
量
の
増
加
に

よ
る
金
額
、
１
億
３
４
４
０
万
円
と

労
務
単
価
の
上
昇
に
伴
う
６
１
２
０

万
円
で
あ
る
。

ＱＡ ●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

　

今
後
の
収
支
改
善
に
向
け
た
対
策

に
つ
い
て

　

引
き
続
き
、
企
業
誘
致
の
促
進
や

既
存
の
企
業
に
対
し
て
も
工
業
用
水

道
の
使
用
増
加
の
働
き
か
け
を
行
う

と
と
も
に
、
企
業
債
の
繰
り
上
げ
償

還
に
つ
い
て
国
や
県
と
協
議
し
て
い

く
。

ＱＡ ●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業

の
内
容
に
つ
い
て

　

申
請
者
の
自
己
負
担
は
８
千
円
で

残
り
は
市
が
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
助
成
事
業
の

内
容
に
つ
い
て

　

個
人
が
自
分
の
住
宅
を
耐
震
補
強

し
た
場
合
、
工
事
費
の
２
分
の
１
を

補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、
限
度
額
は

100
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

三
世
代
同
居
等
支
援
事
業
の
内
容

に
つ
い
て

　

新
た
に
市
内
で
三
世
代
同
居
及
び

近
居
を
始
め
る
世
帯
が
、
住
宅
を
取

得
し
た
場
合
等
に
補
助
す
る
も
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、
新
築
住
宅
を
取
得

し
た
場
合
、
基
本
額
と
し
て
60
万
円
、

そ
こ
へ
他
市
か
ら
の
転
入
で
あ
れ
ば

ＱＱＱ ＡＡＡ ●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

20
万
円
、
市
内
業
者
の
施
工
で
あ
れ
ば
10

万
円
、
中
心
市
街
地
居
住
で
あ
れ
ば
10
万

円
、
そ
れ
ぞ
れ
加
算
さ
れ
、
最
大
100
万
円

の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
あ
る
。

　

交
通
安
全
整
備
事
業
に
か
か
る
交

通
安
全
施
設
に
つ
い
て

　

道
路
に
設
置
さ
れ
る
反
射
鏡
や
防

護
柵
、
区
画
線
等
の
整
備
に
要
す
る

費
用
で
あ
る
。

Ｑ●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

Ａ

（市道白坂駅十文字線）


